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取
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取
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献
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﹂
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献
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を
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９
月

空
輸
。
登
山
道
補
修
は
９
月

４
、
５
日
の
両
日
に
行
い
、

４
、
５
日
の
両
日
に
行
い
、

2222
人
が
参
加
し
て
土
留
工
を

人
が
参
加
し
て
土
留
工
を

施
工
し
た
。
登
山
道
の
保
全

施
工
し
た
。
登
山
道
の
保
全

活
動
に
対
し
、
９
月

活
動
に
対
し
、
９
月
2929
日
に
日
に

は
胎
内
市
の
井
畑
明
彦
市
長

は
胎
内
市
の
井
畑
明
彦
市
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

新
潟
市
西
蒲
区
五
ヶ
浜
地

新
潟
市
西
蒲
区
五
ヶ
浜
地

内
の
雷
岩
海
岸
で
は
９
月

内
の
雷
岩
海
岸
で
は
９
月
2828

日
に
清
掃
活
動
を
実
施
し

日
に
清
掃
活
動
を
実
施
し

た
。
社
員
の
ほ
か
家
族
や
友

た
。
社
員
の
ほ
か
家
族
や
友

長
岡
市

■
た
ち
か
わ
農
産
︵
長
岡

■
た
ち
か
わ
農
産
︵
長
岡

市
上
除
町
甲
４
６
８
︶
=
①

市
上
除
町
甲
４
６
８
︶
=
①

た
ち
か
わ
農
産
倉
庫
解
体
工

た
ち
か
わ
農
産
倉
庫
解
体
工

事
②
長
岡
市
上
除
町
甲
４
６

事
②
長
岡
市
上
除
町
甲
４
６

８
③
倉
庫
④
平
屋
建
て
、
床

８
③
倉
庫
④
平
屋
建
て
、
床

面
積
１
０
０
㎡
⑤
藤
口
工
業

面
積
１
０
０
㎡
⑤
藤
口
工
業

︵
燕
市
旭
町
４

︵
燕
市
旭
町
４

－－

１１

－－

1313
︶︶

⑥
８
月
４
日
~

⑥
８
月
４
日
~
2121
日日

■
ナ
ル
ス
︵
上
越
市
藤
巻

■
ナ
ル
ス
︵
上
越
市
藤
巻

６６

－－

5050
︶
=
①
ナ
ル
ス
旧
大

︶
=
①
ナ
ル
ス
旧
大

島
店
解
体
工
事
②
長
岡
市
大

島
店
解
体
工
事
②
長
岡
市
大

島
本
町
２

島
本
町
２

－－

４４

－－

３
③
店
舗

３
③
店
舗

④
平
屋
建
て
、
床
面
積
３
０

④
平
屋
建
て
、
床
面
積
３
０

０
５
㎡
⑤
中
越
環
境
開
発

０
５
㎡
⑤
中
越
環
境
開
発

︵
長
岡
市
喜
多
町
︶
⑥
８
月

︵
長
岡
市
喜
多
町
︶
⑥
８
月

５
日
~
２
０
２
６
年
２
月

５
日
~
２
０
２
６
年
２
月
2525

日日

新
潟
市

■
新
潟
市
社
会
事
業
協
会

■
新
潟
市
社
会
事
業
協
会

︵
新
潟
市
西
区
西
有
明
町
１

︵
新
潟
市
西
区
西
有
明
町
１

－－

３
︶
=
①
新
潟
市
社
会
事

３
︶
=
①
新
潟
市
社
会
事

業
協
会
東
小
針
認
定
こ
ど
も

業
協
会
東
小
針
認
定
こ
ど
も

園
建
設
工
事
②
新
潟
市
西
区

園
建
設
工
事
②
新
潟
市
西
区

小
針
１

小
針
１

－－

3333

－－

1212
③
こ
ど
も

③
こ
ど
も

園
④
２
階
建
て
、
延
べ
床
面

園
④
２
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
８
１
０
・

積
８
１
０
・
4141
㎡
⑤
廣
瀨

㎡
⑤
廣
瀨

︵
新
潟
市
西
区
善
久
︶
⑥

︵
新
潟
市
西
区
善
久
︶
⑥
2525

年
８
月

年
８
月
2727
日
~
日
~
2626
年
９
月

年
９
月
3030

日日

た
。
た
。２

班
に
分
か
れ
た
参
加
者

２
班
に
分
か
れ
た
参
加
者

は
最
初
に
非
常
用
ト
イ
レ
の

は
最
初
に
非
常
用
ト
イ
レ
の

組
み
立
て
に
臨
み
、
説
明
書

組
み
立
て
に
臨
み
、
説
明
書

の
手
順
に
従
っ
て
５
分
ほ
ど

の
手
順
に
従
っ
て
５
分
ほ
ど

で
仮
設
ト
イ
レ
を
完
成
さ

で
仮
設
ト
イ
レ
を
完
成
さ

せ
、
そ
の
後
備
蓄
倉
庫
内
の

せ
、
そ
の
後
備
蓄
倉
庫
内
の

災
害
用
保
管
資
材
の
点
検
、

災
害
用
保
管
資
材
の
点
検
、

非
常
電
源
用
発
電
機
の
起
動

非
常
電
源
用
発
電
機
の
起
動

操
作
方
法
、
衛
星
通
信
施
設

操
作
方
法
、
衛
星
通
信
施
設

の
取
り
扱
い
方
な
ど
を
確
認

の
取
り
扱
い
方
な
ど
を
確
認

し
た
。

し
た
。

統
括
に
当
た
っ
た
長
岡
国

統
括
に
当
た
っ
た
長
岡
国

道
事
務
所
柏
崎
維
持
出
張
所

道
事
務
所
柏
崎
維
持
出
張
所

の
北
島
義
則
出
張
所
長
は
ト

の
北
島
義
則
出
張
所
長
は
ト

イ
レ
に
つ
い
て
﹁
中
に
ラ
ン

イ
レ
に
つ
い
て
﹁
中
に
ラ
ン

タ
ン
を
取
り
付
け
ら
れ
る

タ
ン
を
取
り
付
け
ら
れ
る

が
、
夜
間
だ
と
男
女
共
用
な

が
、
夜
間
だ
と
男
女
共
用
な

の
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題

の
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題

が
あ
る
。
初
動
の
対
応
と
し

が
あ
る
。
初
動
の
対
応
と
し

て
ま
ず
こ
う
い
う
物
が
あ
る

て
ま
ず
こ
う
い
う
物
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
い
た

だ
き
た
い
﹂
と
話
し
﹁
救
援

だ
き
た
い
﹂
と
話
し
﹁
救
援

車
両
用
の
駐
車
場
確
保
の
た

車
両
用
の
駐
車
場
確
保
の
た

め
に
一
般
車
両
の
駐
車
を
制

め
に
一
般
車
両
の
駐
車
を
制

限
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

限
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
時
ど
こ
に
誘
導
す
れ
ば
よ

の
時
ど
こ
に
誘
導
す
れ
ば
よ

い
か
な
ど
の
検
討
も
必
要
。

い
か
な
ど
の
検
討
も
必
要
。

体
制
は
整
っ
て
い
る
が
、
運

体
制
は
整
っ
て
い
る
が
、
運

用
方
法
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

用
方
法
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂
と
課

て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂
と
課

題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

最
後
に
﹁
１
年
に
１
回
で

最
後
に
﹁
１
年
に
１
回
で

も
避
難
対
応
で
合
同
訓
練
す

も
避
難
対
応
で
合
同
訓
練
す

る
こ
と
は
大
切
。
現
場
で
顔

る
こ
と
は
大
切
。
現
場
で
顔

を
合
わ
せ
て
手
順
を
確
認
す

を
合
わ
せ
て
手
順
を
確
認
す

る
こ
と
は
重
要
で
、
毎
年
訓

る
こ
と
は
重
要
で
、
毎
年
訓

練
だ
け
で
災
害
が
な
い
こ
と

練
だ
け
で
災
害
が
な
い
こ
と

を
祈
り
た
い
﹂
と
話
し
、
訓

を
祈
り
た
い
﹂
と
話
し
、
訓

練
を
終
了
し
た
。

練
を
終
了
し
た
。

  

kWhkWhＣ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
２２

機
械
工
具
卸
売
商
社
の
ト

機
械
工
具
卸
売
商
社
の
ト

ラ
ス
コ
中
山
︵
中
山
哲
也
代

ラ
ス
コ
中
山
︵
中
山
哲
也
代

表
取
締
役
社
長
、
東
京
都
港

表
取
締
役
社
長
、
東
京
都
港

区
︶
は

区
︶
は
1010
日
、
三
条
市
内
で

日
、
三
条
市
内
で

進
め
て
い
る
物
流
セ
ン
タ
ー

進
め
て
い
る
物
流
セ
ン
タ
ー

﹁
プ
ラ
ネ
ッ
ト
新
潟
﹂
新
築

﹁
プ
ラ
ネ
ッ
ト
新
潟
﹂
新
築

工
事
の
安
全
と
無
事
完
成
を

工
事
の
安
全
と
無
事
完
成
を

祈
願
す
る
上
棟
式
を
盛
大
に

祈
願
す
る
上
棟
式
を
盛
大
に

挙
行
し
た
。

挙
行
し
た
。

プ
ラ
ネ
ッ
ト
新
潟
は
三
条

プ
ラ
ネ
ッ
ト
新
潟
は
三
条

市
福
島
新
田
字
松
橋
下
丁
４

市
福
島
新
田
字
松
橋
下
丁
４

３
１
３
１

－－

２
地
内
の
敷
地
２
万

２
地
内
の
敷
地
２
万

６
３
０
０
㎡
に
延
べ
床
面
積

６
３
０
０
㎡
に
延
べ
床
面
積

４
万
８
３
３
８
㎡
、
東
京

４
万
８
３
３
８
㎡
、
東
京

ド
ー
ム
約
１
個
分
規
模
の
保

ド
ー
ム
約
１
個
分
規
模
の
保

管
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
複
合

管
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
複
合

構
造︵
柱
Ｒ
Ｃ
、梁
Ｓ
構
造
︶、

構
造︵
柱
Ｒ
Ｃ
、梁
Ｓ
構
造
︶、

免
振
、
消
雪
装
置
を
設
け
、

免
振
、
消
雪
装
置
を
設
け
、

４
階
建
て
の
倉
庫
と
３
階
建

４
階
建
て
の
倉
庫
と
３
階
建

て
の
事
務
所
を
新
設
す
る
。

て
の
事
務
所
を
新
設
す
る
。

施
設
は

施
設
は
1616
万
ア
イ
テ
ム
の

万
ア
イ
テ
ム
の

保
管
が
可
能
で
１
日
当
た
り

保
管
が
可
能
で
１
日
当
た
り

の
出
荷
行
数
は
３
・
５
万
行

の
出
荷
行
数
は
３
・
５
万
行

を
見
込
み
、
ホ
ー
ム
セ
ン

を
見
込
み
、
ホ
ー
ム
セ
ン

新
潟
県
建
設
業
協
会
︵
新

新
潟
県
建
設
業
協
会
︵
新

建
協
、
福
田
勝
之
会
長
︶
は

建
協
、
福
田
勝
之
会
長
︶
は

1515
日
、
本
年
度
の
高
校
生
の

日
、
本
年
度
の
高
校
生
の

現
場
見
学
会
を
開
催
し
た
。

現
場
見
学
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
新
潟
工
業
高
校
ミ
ラ

今
回
は
新
潟
工
業
高
校
ミ
ラ

イ
創
造
工
学
科
の
１
年
生

イ
創
造
工
学
科
の
１
年
生
3838

人
が
参
加
。
ネ
ク
ス
コ
東
日

人
が
参
加
。
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
が
進
め
る
磐
越
自
動
車

本
が
進
め
る
磐
越
自
動
車

道
・
４
車
線
化
工
事
の
現
場

道
・
４
車
線
化
工
事
の
現
場

を
見
学
し
た
ほ
か
、
福
田
道

を
見
学
し
た
ほ
か
、
福
田
道

路
機
械
セ
ン
タ
ー

路
機
械
セ
ン
タ
ー

︵
新
潟
市
北
区
︶

︵
新
潟
市
北
区
︶

で
は
特
殊
機
械
に

で
は
特
殊
機
械
に

試
乗
す
る
な
ど
、

試
乗
す
る
な
ど
、

現
場
の
仕
事
を
体

現
場
の
仕
事
を
体

験
し
た
。

験
し
た
。

当
日
は
、
午
前

当
日
は
、
午
前

中
に
阿
賀
野
市
六

中
に
阿
賀
野
市
六

野
瀬
で
大
林
組
が

野
瀬
で
大
林
組
が

施
工
す
る
﹁
宝
珠

施
工
す
る
﹁
宝
珠

山
ト
ン
ネ
ル
工

山
ト
ン
ネ
ル
工

事
﹂
の
現
場
を
見

事
﹂
の
現
場
を
見

学
す
る
と
と
も

学
す
る
と
と
も

に
、併
設
す
る﹁
４

に
、併
設
す
る﹁
４

車
線
化
事
業
情
宝

車
線
化
事
業
情
宝

館
﹂︵
Ｄ
Ｘ
ル
ー

館
﹂︵
Ｄ
Ｘ
ル
ー

ム
︶
で
は
建
設
現
場
の
最
新

ム
︶
で
は
建
設
現
場
の
最
新

技
術
を
学
び
、
Ｖ
Ｒ
体
験
も

技
術
を
学
び
、
Ｖ
Ｒ
体
験
も

行
っ
た
。

行
っ
た
。

午
後
か
ら
は
福
田
道
路
機

午
後
か
ら
は
福
田
道
路
機

械
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、
座

械
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、
座

﹁
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て

﹁
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
将
来
の
就
職
を
考

も
ら
い
、
将
来
の
就
職
を
考

え
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

え
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
﹂
と
呼
び
掛
け
た
。

い
﹂
と
呼
び
掛
け
た
。

学
で
日
本
に
お
け
る
ア
ス

学
で
日
本
に
お
け
る
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

フ
ァ
ル
ト
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
よ
る
舗
装
の
割
合
、
長
所

に
よ
る
舗
装
の
割
合
、
長
所

と
短
所
、
会
社
紹
介
や
同
セ

と
短
所
、
会
社
紹
介
や
同
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
建
設
機
械
の

ン
タ
ー
に
あ
る
建
設
機
械
の

説
明
な
ど
を
受
け
た
後
、
２

説
明
な
ど
を
受
け
た
後
、
２

班
に
分
か
れ
て
見
学
へ
と

班
に
分
か
れ
て
見
学
へ
と

移
っ
た
。
機
械
施
工
の
見
学

移
っ
た
。
機
械
施
工
の
見
学

で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ

で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ャ
ー
に
乗
り
込
み
、

ニ
ッ
シ
ャ
ー
に
乗
り
込
み
、

土
を
使
っ
た
地
面
の
敷
き
均

土
を
使
っ
た
地
面
の
敷
き
均

ら
し
作
業
を
体
験
。
工
場
機

ら
し
作
業
を
体
験
。
工
場
機

械
説
明
で
は
、
モ
ー
タ
ー
グ

械
説
明
で
は
、
モ
ー
タ
ー
グ

レ
ー
ダ
ー
や
ス
タ
ビ
ラ
イ

レ
ー
ダ
ー
や
ス
タ
ビ
ラ
イ

ザ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

ザ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

建
機
の
点
検
・
整
備
方
法
な

建
機
の
点
検
・
整
備
方
法
な

ど
を
見
て
回
っ
た
。
福
田
道

ど
を
見
て
回
っ
た
。
福
田
道

路
の
担
当
者
は
、
同
社
の
坂

路
の
担
当
者
は
、
同
社
の
坂

上
浩
則
社
長
が
同
校
Ｏ
Ｂ

上
浩
則
社
長
が
同
校
Ｏ
Ｂ

で
、
現
在
も

で
、
現
在
も
2020
人
以
上
が
在

人
以
上
が
在

籍
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
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